
 
令和７年３月３１日 

国土交通省関東地方整備局 
企画部 

 

「地質調査業務の遠隔臨場の試行」によるアンケート調査結果の公表 
～受発注者の働き方改革、生産性の向上を推進～ 

 

関東地方整備局では、令和５年１月１日以降に入札契約手続き（入札・契約手続運営委員
会）を開始した地質調査業務の中から、遠隔臨場の効果が期待できる業務を発注者側で選定
し、遠隔臨場の試行を実施しています。 
この度、令和６年度に「地質調査業務の遠隔臨場」を試行した業務を対象に、受注者及び

発注者（監督職員等）に対してアンケート調査を行いましたので、公表します。 
今後は、本格的な実施に向けて、「受注者希望型」として試行を実施し、広くアンケート

調査を行う予定です。 

 
関東地方整備局にて、令和６年度に発注した地質調査業務のうち、遠隔臨場の試行を実施し

た１７業務を対象にアンケート調査を実施しましたので、結果を公表します。 
アンケート調査の詳細については、別添資料を参照ください。 
今後は、本格的な実施に向けて、現在の「発注者指定型」から「受注者希望型」とし、受注者

へ広くアンケート調査を行う予定です。 
 
■受注者希望型における地質調査業務の遠隔臨場の試行について 
・原則全ての地質調査業務を試行の対象とする。 
ただし、現場の通信環境として適用出来ない場合や、立会時の待ち時間削減等に寄与しない場
合は対象外とし、通常の「現場臨場」に切り替えるものとする。 

・契約後、受注者へ試行実施の意向確認を行い、本試行を実施後、受注者へ見積もりの提出を求
め、設計変更にて直接調査費に積上げ計上する。 
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１．アンケート調査方法
・対象業務  ： 令和６年度に発注を行った地質調査業務のうち、発注者指定型による遠隔臨場の試行を実施した１７件の業務を対象

にアンケート調査を実施。
・対象者   ： 受注者、発注者の監督職員
・アンケート方法 ： 令和７年１月２０日～１月３１日の期間にＷＥＢ（Microsoft Forms）にて実施

２．アンケート結果

100.0%

【今後も遠隔臨場について実施を希望するか】

①継続を希望する 1７

②継続を希望しない 0

「地質調査業務の遠隔臨場の試行」に係る受発注者へのアンケート調査結果

88.2%
（遠隔臨場により時間削減に寄与）

発注者の監督職員 回答数：１７業務

受注者 回答数：１７業務

100%
（継続を希望）

12%

41%29%

12%

6%

【遠隔臨場を活用したことによる時間削減】

①ほぼ変わらない（１時間未満） ２

②１時間以上４時間未満 ７

③４時間以上８時間未満 ５

④１日以上２日未満 ２

⑤２日以上３日未満 ０

⑥３日以上５日未満 ０

⑦５日以上 １

59%

35%

6%

【遠隔臨場で特に効果を感じた部分について】

①時間の効率化 １０

（待ち時間削減等）

②突発的な事象対応 ６

（急な立会依頼対応等）

③作業の軽減  １

（事前準備の対応等）

6%

12%

23%

18%

35%

6%

【事務所から現場までの移動距離】

①５km未満 １

②５km以上10km未満 ２

③10km以上30km未満 ４

④30km以上50km未満 ３

⑤50km以上100km未満 ６

⑥100km以上 １

82.4%
（10km以上移動距離があり、
移動時間削減に寄与）

100%

【今後も遠隔臨場について、実施を希望するか】

①遠隔臨場の実施を希望する。

                                   １７

②遠隔臨場の実施を希望しない。

０

100%
（継続を希望）

88%

12%

【遠隔臨場で特に効果を感じた部分について】

①時間の効率化 １５

（待ち時間削減等）

②突発的な事象対応 ２

（急な立会依頼対応等） 70%

18%

6%
6%

【遠隔臨場を活用したことによる時間削減】

①ほぼ変わらない（１時間未満） ０

②１時間以上４時間未満 １２

③４時間以上８時間未満 ３

④１日以上２日未満 ０

⑤２日以上３日未満 １

⑥３日以上５日未満 ０

⑦５日以上 １

100%
（遠隔臨場により時間削減に寄与）



「地質調査業務の遠隔臨場の試行」に係る受発注者へのアンケート調査結果

・遠隔臨場は、待機時間や移動時間の削減による効率化が期待できるが、現場での臨機応変な対応や、経験に基づく判断力など、
経験の蓄積といった点では、現地立会に劣る面がある。
今後は、現地立会と遠隔臨場を適切に組み合わせることで、双方のメリットを最大限に活かしつつ、技術力の向上と継承を図ることが
重要と考える。
・遠隔臨場で待ち時間削減や効率化の部分は理解できるが、一方で現場状況について相談や協議する上では対面による打合せの重要性が
改めて出てきた思う。

遠隔臨場を実施する上での創意工夫に関する主な意見

受注者
・遠隔臨場カメラを首下げする器具を使用し、撮影者の両手をフリーにして安全に移動した。
・遠隔臨場中に図面や柱状図を画面共有で表示することで、現場の位置関係と図面上の配置等を意識しやすいようにした。
・事前の接続確認やデモンストレーションを行い、実際の遠隔臨場実施がスムーズに行えるように準備した。

発注者
・直前までの作業状況により、遠隔臨場による立会時間を設定することで、受発注者ともに作業効率が図れるよう工夫した。
・遠隔臨場で確認を行う内容、確認の流れを事前に共有しておくことで、スムーズに確認作業を進めた。

遠隔臨場の今後に関する主な意見

受注者

発注者

・ 今後の費用計上の方法については、検討の余地がある。

今回、遠隔臨場を実施した受発注者双方より、活用の効果や今後も継続を希望するといった好意的なご意見を多くいただき
ました。
今後、本格的な実施に向けて、従来の発注者指定型から受注者希望型とし、受注者へ広くアンケートを行う予定です。
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